
1 
 

「横浜の緑に関する市民意識調査」の結果について 

 

１ 調査の対象 

市民 5,000人 

（住民基本台帳の満 18歳以上から無作為抽出） 

 

２ 実施期間 

（１）発 送 日：令和４年６月 13日（月） 

（２）回答期限：令和４年６月 28日（火） 

 

３ 回収数 

1,785票（回収率 35.7％） 

※集計作業の事務手続き上、7月 15日までに到着した調査票を有効票として集計しました。 

 

４ 集計結果の見方 
① 図（グラフ）の中で使用されているアルファベットｎは、その設問に対する回答者数を

あらわします。 
② 回答の比率（すべて百分率（％）で表示）は、その設問の回答者数を基数（件数）とし

て算出しています。したがって、複数回答の設問の場合、すべての比率を合計すると
100％を超える場合があります。また、小数点以下第２位を四捨五入して算出している
ため、合計が 100％にならない場合があります。 

 

※概要数値の見方 

数値はそれぞれ割合(％)を表示。基数の記述があるもの以外は有効回収数を基本としています。 

（n=1,785） 
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問１ 
森や農地、公園や街路樹、花壇など、横浜の｢緑や花｣の大切さについて、どの

ようにお考えですか。 

「とても大切なものだと思う」が約 68％で最も多くなっており、「大切なものだと思う」と合わせると、約 98％

が横浜の緑や花を大切だと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計結果 

とても大切なものだと思う

(1213人) 68.0%

大切なものだと

思う (534人)

29.9%

あまり大切だとは思わない

(19人) 1.1%

大切だとは全く思わない

(6人) 0.3%

無回答 (13人)

0.7%

n=1,785
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問２ 
暮らしのなかで、緑や花にどのような役割・効果を期待していますか。 

 【３つまで回答可】 

「身近に触れることで心身の癒しとなる場」が最も多い回答(約 60％)でした。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1072人) 60.1%

(931人) 52.2%

(657人) 36.8%

(579人) 32.4%

(409人) 22.9%

(391人) 21.9%

(348人) 19.5%

(325人) 18.2%

(304人) 17.0%

(173人) 9.7%

(12人) 0.7%

(16人) 0.9%

(7人) 0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近に触れることで心身の癒しとなる場

ヒートアイランド現象の緩和などの都市の環境の改善

美しく潤いのある景観や歴史に基づく風格ある景観の形成

雨水を浸透させ、健全な水循環や浸水被害の低減に寄与する貯留・

かん養

生物多様性の保全

都市全体の価値・魅力向上につながる賑わい創出

環境教育につながる自然体験などの場

散策や農体験、健康づくりなどのレクリエーションの場

SDGsや脱炭素などの目標達成への貢献

地域コミュニティの活性化や活動の継続性などに寄与する交流の場

特に期待していない

その他

無回答

n=1,785

複数回答可
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問３ 横浜にどのような森があったら良いと思いますか。 【複数回答可】 

 

「散策などの利用ができる、歩道などが整備された森」が最も多い回答（約 80％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問４ 横浜ではどのような農が展開されたら良いと思いますか。 【複数回答可】 

 

 「身近に横浜産農畜産物を買える場や機会があること」が最も多い回答（約 61％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(1434人) 80.3%

(1167人) 65.4%

(1032人) 57.8%

(977人) 54.7%

(909人) 50.9%

(503人) 28.2%

(31人) 1.7%

(8人) 0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

散策などの利用ができる、歩道などが整備された森

動植物の生息の場となる、水辺や草地などの多様な環境のある森

崖崩れや倒木の防止など、安全対策がとられている森

間伐などの手入れがおこなわれ、健全に育成された森

地域の自然や文化・歴史を守り伝える森

バイオマスエネルギー利用など資源として活用できる森

その他

無回答 n=1,785

複数回答可

(1087人) 60.9%

(878人) 49.2%

(876人) 49.1%

(763人) 42.7%

(746人) 41.8%

(666人) 37.3%

(616人) 34.5%

(42人) 2.4%

(22人) 1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近に横浜産農畜産物を買える場や機会があること

災害時に避難場所や食料供給の場として利用できること

農薬飛散や土ぼこり対策など、周辺地域と共存した

農業がおこなわれていること

身近な場所で、農畜産物が生産されていること

良好な農景観が維持されていること

収穫体験など身近に農体験ができる場所があること

資材等における脱プラスチックの取組など環境に

やさしい農業がおこなわれていること

その他

無回答

n=1,785

複数回答
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問５ 
横浜の街なかにどのような緑や花の空間があったら良いと思いますか。 

【複数回答可】 

 

「美しい街路樹が並ぶ道」(約 68％)、「緑や花が豊かな駅前広場や市民利用施設などの公共的な

場」(約 67％)が拮抗して多い回答でした。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1221人) 68.4%

(1202人) 67.3%

(1065人) 59.7%

(937人) 52.5%

(610人) 34.2%

(583人) 32.7%

(503人) 28.2%

(31人) 1.7%

(43人) 2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

美しい街路樹が並ぶ道

緑や花が豊かな駅前広場や市民利用施設などの公共的な場

緑豊かな学校や保育園、幼稚園などの子どもが多くの時間を

過ごす場

緑の多い住宅地

環境の向上に寄与する工場の緑化

緑や花あふれるショッピングモールなどの商業施設

観光資源となる花や緑により演出された空間

その他

無回答

n=1,785

複数回答
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問６ 
森や農、街なかの緑や花について、現在おこなっていること、今後おこなって

みたいことはどんなことですか。【複数回答可】 

 

 現在おこなってみたいこと、今後おこなってみたいことともに「散策、ウォーキング」が最も多い回答でし
た。(現在おこなっていること 約 46％、今後おこなってみたいこと 約 42％) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(816人) 45.7%

(780人) 43.7%

(613人) 34.3%

(155人) 8.7%

(152人) 8.5%

(103人) 5.8%

(69人) 3.9%

(43人) 2.4%

(37人) 2.1%

(29人) 1.6%

(31人) 1.7%

(756人) 42.4%

(616人) 34.5%

(566人) 31.7%

(515人) 28.9%

(641人) 35.9%

(469人) 26.3%

(513人) 28.7%

(609人) 34.1%

(512人) 28.7%

(518人) 29.0%

(25人) 1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

森の散策、ウォーキング

里山ガーデンや山下公園、港の見える丘公園などの

花や緑で彩られた公園の散策

市内産農畜産物の購入

地域での花や緑に関するイベントへの参加

野菜や果物の収穫体験

地域の緑を増やす活動や地域の花壇・植物の手入れ

市民農園等での野菜づくり

自然観察会、クラフト教室等、森のイベントへの参加

農体験教室等、農や食に関するイベントへの参加

森づくりに関するボランティア

その他

n=1,785

複数回答

現在おこなっている 今後おこなってみたい
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問７ 
横浜市は緑や花に関わる取組として、何をすべきだと思いますか。 

【複数回答可】 

 

「多くの市民の目に触れる場所の緑化」が最も多い回答（約51％）でした。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(906人) 50.8%

(882人) 49.4%

(844人) 47.3%

(774人) 43.4%

(765人) 42.9%

(729人) 40.8%

(654人) 36.6%

(562人) 31.5%

(478人) 26.8%

(14人) 0.8%

(57人) 3.2%

(44人) 2.5%

0% 20% 40% 60% 80%

多くの市民の目に触れる場所の緑化

市民農園や直売所など、市民が農を身近に感じられる場の創出

農地の所有者が、農地や農業を維持するための支援

森を保全するための制度指定、市による森の買取り

森の所有者が森を維持するための支援

開発や土地利用転換時の規制・誘導による緑地の保全・緑の創出

区役所や駅前広場などの公共空間の緑化

市民・企業との連携による緑の魅力向上・賑わい創出

市民組織による緑化活動への支援

何もしなくてよい

その他

無回答

n=1,785

複数回答
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問８ あなたは「横浜みどりアップ計画」を知っていますか。 

 

 「横浜みどりアップ計画」を知っているという回答（「取組内容を知っている」、「計画があることを知ってい
る」、「名称を見たことや聞いたことがある」を合算）が約 44％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 

問８で『知っている』『名称を見たことや聞いたことがある』という方へお聞き

します。 

「横浜みどりアップ計画」について何で知りましたか。 【複数回答可】 

 

 「広報よこはま等の広報紙」が最も多い回答（約 65％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組内容を知っている

(95人) 5.3%

計画があることを知っている

(291人) 16.3%

名称を見たことや聞いたことがある

(392人) 22.0%

知らなかった

(976人) 54.7%

無回答 (31人) 1.7%

n=1,785

(509人) 65.4%

(231人) 29.7%

(147人) 18.9%

(119人) 15.3%

(92人) 11.8%

(68人) 8.7%

(67人) 8.6%

(30人) 3.9%

(27人) 3.5%

(26人) 3.3%

(21人) 2.7%

(9人) 1.2%

(8人) 1.0%

(12人) 1.5%

(76人) 9.8%

0% 20% 40% 60% 80%

広報よこはま等の広報紙

市からの税金の通知等

自治会・町内会の回覧

公共施設でのチラシ・ポスター・デジタルサイネージ(電子看板)等

タウン誌等の地域情報紙

横浜みどりアップ計画の看板

電車やバスなどの広告（駅・車内掲出ポスター、車内表示機・モニター等）

ホームページ

新聞

テレビ・ラジオ

イベント

ＳＮＳ

学校の授業もしくは授業を受けた子どもから

その他

無回答

n=778

複数回答
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問 10 
横浜市では「横浜みどりアップ計画」の財源の一部として「横浜みどり税」を

活用しています。あなたは「横浜みどり税」を知っていますか。 

 

「横浜みどり税」を知っているという回答（「税の目的や税額を知っている」、「税があることを知っている」、

「名称を見たことや聞いたことがある」を合算）が約 51％でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問 11 

問 10 で『知っている』『名称を見たことや聞いたことがある』とお答えした方

へお聞きします。 

「横浜みどり税」について何で知りましたか。 【複数回答可】 

 

 「市からの税金の通知等」が最も多い回答（約 55％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(499人) 54.7%

(379人) 41.5%

(91人) 10.0%

(47人) 5.1%

(44人) 4.8%

(36人) 3.9%

(33人) 3.6%

(29人) 3.2%

(27人) 3.0%

(27人) 3.0%

(20人) 2.2%

(14人) 1.5%

(9人) 1.0%

(28人) 3.1%

(111人) 12.2%

0% 20% 40% 60% 80%

市からの税金の通知等

広報よこはま等の広報紙

自治会・町内会の回覧

タウン誌等の地域情報紙

公共施設でのチラシ・ポスター・デジタルサイネージ（電子看板）等

電車やバスなどの広告（駅・車内掲出ポスター、車内表示機・モニター等）

新聞

ホームページ

テレビ・ラジオ

横浜みどりアップ計画の看板

横浜市に転入された方向けの案内チラシ

イベント（区民まつり等）

ＳＮＳ

その他

無回答

n=913

複数回答
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問 12 

横浜市では、市民、企業、行政などの様々な主体が連携し、横浜らしい花・緑・

農・水のある豊かな自然環境を創り上げ、魅力あるまちへと発展させていく「ガ

ーデンシティ横浜」を推進しています。そのリーディングプロジェクトとして、

山下公園などのみなとエリアや里山ガーデンを会場にした「ガーデンネックレ

ス横浜」の取組を進めています。 

このことに関連して、あなたの考えについてあてはまるものは何ですか。 

【複数回答可】 

 

 「横浜が彩り豊かな緑や花でいっぱいの街になってほしい」が最も多い回答（約 71％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
回答者属性 

(1264人) 70.8%

(945人) 52.9%

(203人) 11.4%

(86人) 4.8%

(76人) 4.3%

(62人) 3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

横浜が彩り豊かな緑や花でいっぱいの街になってほしい

自宅や住んでいる地域を緑や花で豊かにしたい

横浜は、すでに魅力的な都市なので、現状で満足している

わからない

その他

無回答
n=1,785

複数回答
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① 現在どちらにお住まいですか。  

② 性別をお選びください。（任意） 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 年齢はおいくつですか。  

④ 就業状況をお選びください。 

  

(131人) 7.3%

(115人) 6.4%

(44人) 2.5%

(67人) 3.8%

(89人) 5.0%

(101人) 5.7%

(82人) 4.6%

(114人) 6.4%

(74人) 4.1%

(98人) 5.5%

(163人) 9.1%

(104人) 5.8%

(140人) 7.8%

(101人) 5.7%

(141人) 7.9%

(57人) 3.2%

(90人) 5.0%

(63人) 3.5%

(11人) 0.6%

0% 5% 10% 15%

鶴見区

神奈川区

西区

中区

南区

港南区

保土ケ谷区

旭区

磯子区

金沢区

港北区

緑区

青葉区

都筑区

戸塚区

栄区

泉区

瀬谷区

無回答 n=1,785

男性 (726人)

40.7%

女性 (1000人)

56.0%

その他 (5人) 0.3%

無回答 (54人) 3.0%

n=1,785

～29歳 (146

人) 8.2%

30～39歳

(191人) 10.7%

40～49歳

(282人)

15.8%

50～59歳

(342人)

19.2%

60～69歳

(305人)

17.1%

70～79歳

(328人)

18.4%

80歳以上

(166人) 9.3%

無回答

(25人)

1.4%

n=1,785

自営業

(109人)

6.1%

会社員

(870人)

48.7%

主婦・主夫

(373人)

20.9%

学生

(53人)

3.0%

仕事はして

いない

(310人)

17.4%

その他

(46人)

2.6%

無回答

(24人)

1.3%

n=1,785


